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風力発電の現状と自立化に向けた課題
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１．現状認識
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■我が国における風力発電の導入量・コスト動向
•耐用年数を迎えた初期の風力発電は、リプレースにより導入量を維持している状況
•導入量（認定量）は増加するも、足元では資材高騰、為替要因等により、コスト増加/
案件開発難易度も上昇傾向にある

■コスト増加要因
【物価高騰・円安影響】
• 資材価格上昇、ウクライナ侵攻の影響により、物価高騰は継続
• 為替にも、2019年末から直近で30％近く下落（115円/米ドル⇒150円/米ドル）
• 欧州であっても、物価高騰の影響により、落札価格では採算が取れずに事業断念と

いう事例も生じている
※バッテンフォール社はインフレや地政学リスクによりコストが約40％上昇した為、英国の1.4ＧＷの事業中止を発表

【風車供給不足】
• 欧州では洋上風力を中心に、風力導入目標の引き上げを表明。風車メーカーの供給
はそちらが優先となり、日本への供給制限や納期長期化等が見込まれる
例）英国：2030年50GW、ドイツ・デンマーク・オランダ・ベルギー：2050年150GW

• 中国メーカーの世界シェアが拡大する中、コスト優先で安価な中国メーカー調達へのシフ
トにより、エネルギー・経済安全保障、国内産業創出への悪影響が懸念される

【建設能力不足】
• 建設業界の人手不足・高齢化の問題も顕在化し、また建設業界全体での適性な休
暇取得推進もあり、将来にわたって工期の長期化、高コスト化も懸念されている



２．自立化に向けた課題と当社取組み

【発電コスト（LCOE）：8～9円/kWh達成に向けた努力】

a. 設備利用率/発電量増加への取組み

➢ 好風況地での事業検討、大型風車採用（大口径風車の適用）、発電量最大
化に向けた風車配置

b. 資本費低減への取組み

➢ 発電所大型化（風車基数増）によるkW当たりの資本費削減、建設コスト低減に
向けた設計仕様の見直し

c. O＆Mの効率化・高稼働率達成への取組み

➢ 弱風期間でのO＆M作業実施、予防保全策の促進による長期停止の回避等

• 上記の通り、発電コスト低減の努力を進めているが、前述の物価高騰・円安影響による
コスト増加が大きく、コストダウンを実現するのが極めて困難な状況

（例）当社案件においても、資材費高騰・円安を受け、風車価格は上昇

直近で見積取得した風車価格は2020年比で約1.8倍（為替は30％近く下落）
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■FITからの自立化に向けては下記の課題が残っており、当社としても対応実施中
① 国民負担抑制の為の「発電コスト（LCOE）：8～9円/kWh」早期達成に向けた努力
② 再エネの市場統合に向けての環境未整備（p５参照）



２．自立化に向けた課題と当社取組み
～再エネの市場統合への対応～
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◼ 当社では2018年に、Post-FIT時代を見据えて再エネのアグリゲーション及び小売販売を
担う事業子会社、株式会社ユーラスグリーンエナジーを設立。段階的に事業を拡大中。

◼ 同社は、2021年度から3年連続して 「再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業」
の事業者（再エネアグリゲーター）として採択されており、非FIT電力の実取引実証に
鋭意取り組み中。

◼ 当社グループの既設FIT電源をFIP転換してのアグリゲーションも、金融機関と協議中。
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２．自立化に向けた課題と当社取組み
～再エネの市場統合における課題～
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◼ 再エネ発電事業者＆再エネアグリゲーターの先駆者として、実務・実証のなかで認知
した事業環境の非合理性等を排除すべく、関係各所へ事業環境の整備に関する要
望・提言を続けているが、環境整備は未だ十分とは言い難く、加速が必要と認識。

◼ 加えて、金融機関にも知見が少ない為、FIP収入のみを拠り所としたプロジェクトファ
イナンス組成は現状難しい状況。 スポンサーサポートやコーポレートPPAで一定のキャッシュフロー確保が必要。

要望・提言事項（一部を抜粋） 整備
状況

補足説明

発電側スマートメーターの速報値提供 ◎ 電力・ガス取引監視等委員会での審議、決定を経て、
2022年10月より全エリア提供開始済

時間前市場の流動性・使い勝手向
上

△ 三次調整力②の市場投入は近々実現見通し。一方、
発電BG/需要BG双方からの取引に制約等

FIP参照価格実績データの公開 未 参照価格（エリア別・電源種別）は毎月広域機関にて
算定

風力発電の出力予測に適した
気象予報データの配信

未 詳細は、新エネルギー財団令和3年度 「風力発電シス
テムの導入促進に関する提言」 参照

カーボンプライシング導入に伴う
非化石証書の価値の再定義

未 非化石証書が有する価値（非化石価値、ゼロエミッショ
ン価値、環境表示価値）の見直し不可避
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３．風力発電導入拡大に向けた当社意見

① 物価高騰への手当（例：エスカレーション条項）の導入・適用

• 足下の物価高騰・為替変動の影響により、これまでのコスト水準での風力発電事業の実
施は困難な状況となっており、導入拡大が停滞する懸念。

• 安定的に新規導入拡大が継続されるよう、物価高騰への手当（例：エスカレーション
条項）を導入・適用いただけないか

② 円滑にリプレース実行できる適切な価格設定

• 耐用年数を迎える発電所のリプレースが実行されないと導入量は減少するため、適切に
リプレース事業を促進することは新規導入量拡大と同様に重要と考える

• 一方、送電線を含めた既存設備はほぼ全て入れ替えており、設備流用も大きなコスト
削減には繋がっておらず、また物価高騰影響を受けて非常に事業採算性確保が厳しい
状況となっているため、リプレースに対しても適切な基準価格設定を検討いただきたい

③ 市場統合に向けた環境整備の加速（詳細はp5参照）
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◼ 風力発電の将来的な自立化のためにも、下記対応を実施頂きたい
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参考資料
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（出典）IRENA (2022), Renewable Power Generation Costs in 2021

＜Representative wind turbine materials costs 
by major material, 2008, 2017, 2020, 2021 and 2022＞
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（出典）日本銀行 主要時系列統計データ表より、ドル・円スポット月末データより、
当社作成

＜為替相場 ドル・円スポット推移＞

◼ 2020年から、21年及び22年にかけて、鉄鋼が2倍以上の上昇
◼ 為替市場についても、約150円/米ドル付近まで円安が進行

資機材価格の上昇/為替変動の進展
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風車メーカーの世界シェア

（出典）GWEC Supply Side Date 2022より引用・抜粋

◼ 2022年の風車メーカーの世界シェアの上位15社の内、10社・56.4％以上を中国メー
カーが占める
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